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はじめに

近年のハードウェアの進歩には、いちじるしく目を見張るものがあります。
しかし、残念ながらそれを利用するソフトウェアの分野では、まだまだ利用者の不
満を耳にする事が多いのが現状です。
当社では、「お客様の経営方針・戦略の達成をシステムの側からいかに支援する

か」をサービス・コンセプトに今日まで数多くのコンサルティングを手がけてまい
りました。
お客様の不満解決の手段を豊富な経験と確かなノウハウで一般企業向けに集大成

し、本格的なビジネスパッケージとして完成させたのが「System Box 会計」です。

特に「System Box 会計」では、中心的なテーマを「企業における効果的な内部
統制の実施」に置いています。現代経営においては、長期あるいは中期経営計画に
基づいて策定された年度計画（ＰＬＡＮ）、日々の経営活動実績（ＤＯ）を比較
（ＳＥＥ）し、それを基礎としてマネジメントをすることが管理会計に求められて
いる要諦だからです。
まだ多くの企業で財務会計と管理会計が別々の部署で集計処理されることが見受

けられますが、当パッケージでは、１回の仕訳入力で両者の会計領域をカバーする
ことができます。
また、当システムが高度な責任予算制度の手法を取り入れていることは、企業内

部で部門別の業務評価を実施している企業、あるいはこれから実施しようとしてい
る企業にとって、最適なシステムといえるでしょう。

日常業務処理の合理化による経理部門の作業負担軽減に加え、各現場部門に経理
情報を開放することで経理データの活用範囲が飛躍的に広がります。

「System Box 会計」は、企業の業種、業務形態に関わらず、経営における内部
管理体制の充実をはかり、事務コストの削減と合理化を狙う企業にとって、強力な
経営の武器となるでしょう。
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１．システムコンセプト

経理業務に革新をもたらす
先進的会計システム

•実務担当者から経営者に至るまで、業務管理
や意思決定を強力にサポートする豊富な管理
レポートを提供

•更新処理を意識しないリアルタイム処理によ
り常に最新データを管理し、タイムリーに情
報入手が可能

•配賦処理や内部取引科目設定、取引先管理機
能など多面的な管理を可能とする各種管理会
計機能

•責任予算制度に基づいた部門別予算実績管理
の実現

高度な操作性と
細やかな各種制御機能

•個々の業務に即した操作性を実現

•全ての帳票を画面／プリンタ／外部媒体
に出力できる他、表計算やワープロソフ
トへのデータ移行を可能とし柔軟なデー
タ加工性を実現

•様々な入力サポート機能により入力効率
を飛躍的に向上

•パスワードチェックや個人別メニュー設
定など充実したセキュリティー機能

•承認機能による的確な内部牽制の実現

•外部システムとの有機的連携を図る自動
仕訳機能の提供

オプション群による
会計業務のトータルサポート

•電子帳簿管理、キャッシュフロー精算オプ
ション、支払管理、固定資産管理、本支店
管理、資金管理、多通貨管理、連結会計管
理、債権債務管理といった各オプション群
による経理部門業務全体をトータルサポー
ト

電子帳簿保存制度対応

•電子帳簿保存法の必要要件に完全対応

•過去帳簿データの保存年数は任意

•高度な検索機能と追跡機能を装備、税務
上の対応だけでなく過去データを速やか
に経営管理に生かしていくことが可能
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２．システム導入のメリット

財務諸表や管理会計帳票をスピーディーに入手できます。

•仕訳伝票入力が行われるとすぐに仕訳データ／
残高データが生成され、必要なタイミングで常
に最新の情報として様々な視点からの管理レ
ポートを入手することができ、的確な経営判断
が行えます。

•豊富な予算実績管理資料から各組織レベルごと
の業績評価が行え、目標達成のための対策を促
します。

会 計
データ

リアルタイム更新

現場での入力や情報活用を促進します。

•ネットワーク利用を前提としたシステムであり、接続されている現場クライアントから伝票入力を行った
り、現場での経理情報活用を実現します。また一方では不正使用を防ぐ各種のセキュリティ機能を提供、
部門／担当者単位の入出力権限／処理権限の設定が可能です。

OK

会計
データベース
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経理部門を取り巻く業務をトータルに効率化します。

•SystemBoxシリーズとの連携により各種の経理関係データを一元管理し、経理部門を取り巻く各種業務を
含めて全体的な効率化を実現します。

SystemBox
人事給与

資金管理資金管理

固定資産
管理

System Box System Box 会計会計

本支店管理

電子帳簿
管理

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
精算

財務会計

管理会計

債権債務
管理

多通貨管理

支払管理
連結会計管理

連結連携
オプション

SystemBox
Webﾜｰｸﾌﾛｰ

他社製品
連結決算
システム

各種Windowsソフトとの連携が容易にできます。

•各種の管理帳票より市販の表計算ソフトやワープロソフトなどへのデータ移行が自由自在に行えることで
優れた２次加工性を実現します。これにより非定形レポートや経営者向け資料など、エンドユーザ自身で
自由に作成・加工することができます。

各種Windowsソフト帳票画面

コピー＆ペースト

ダウンロード 読込
み

他のシステムとの連携を容易に実現します。

•外部データ取込機能を標準で装備し、他のシステムで作成されたデータを取り込み、仕訳、および残高に
反映させることができます。

•本システムはオープンなシステム環境に構築されており、データのやり取りや独自活用を容易に実現する
ことができます。
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資金管理

SystemBox会計
一般会計／管理会計

債権債務管理

本支店管理

日次帳票

財務会計帳票

消費税管理帳票

管理会計帳票

伝票入力

未承認
データ

予算
データ 残高

データ
承認処理

部門別管理
取引先管理
プロジェクト管理

３．システム構成

予算登録

過年度
データ 資金繰実績表

本支店伝票入力

本支店仕訳帳

本支店
仕訳

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理帳票

債権・債務入力

固定資産管理

資産情報入力

資産
データ

償却計算処理

固定資産帳票

償却明細帳票

資金取引
データ

仕訳データ

仕訳データ

配賦処理

支払処理

支払管理帳票

入金/消込管理帳票

残高管理帳票

仕訳データ
手形データ

手形管理帳票

電子帳簿管理

電子帳簿検索

申告系帳票

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
精算

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ計算書

仕訳データ
手形データ

はサブシステムとして提供します。

連結会計管理

手形処理

手形
データ

多通貨管理

仕訳データ

通貨別元帳

支払管理

支払管理帳票

ＦＢ
データ

手形
発行

仕訳データ

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ精算表

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ調整登録

伝票履歴管理

電子帳票

合算帳票

連携処理

支払依頼入力

伝票入力（外貨）

邦貨
データ

外貨
データ

為替差損益計算書

為替差損益計算

支払依頼
データ

支払処理

SystemBox
Webﾜｰｸﾌﾛｰ

SystemBox
Webﾜｰｸﾌﾛｰ
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４．システムの特長
①さまざまな企業ニーズに対応する柔軟な管理体系

柔軟な組織体系管理

•全社を含め最大８階層までの組織階層が設定できます。また各組織ごとの残高管理を行っており、損益計
算書や貸借対照表を始めとする各種帳票において任意の組織レベルで出力することができます。
（事業部／部／課／係レベルなど）

•複数会社管理機能により会計期間や決算時期の異なる別会社の管理も行えます。

•標準組織体系のほかに管理会計用途の組織体系を複数設定することができ、各種帳票参照時に活用するこ
とが可能です。

全社全社

販売事業部販売事業部 製造事業部製造事業部

関東営業部関東営業部 関西営業部関西営業部 関東製造部関東製造部 関西製造部関西製造部

標準組織体系

全社全社

関東地区関東地区 関西地区関西地区

関東営業部関東営業部 関東製造部関東製造部 関西営業部関西営業部 関西製造部関西製造部

管理用組織体系

きめ細やかな残高管理を実現する取引先管理機能

•仕訳伝票入力時に取引先コードを入力することで、取引先別に残高管理が行えます。取引先には銀行、部
門、得意先、仕入先、社員などを自由に設定することができます。

•当期１２カ月に加え翌期４カ月（計１６カ月
分）の明細データを保有し、決算処理中であっ
ても並行して翌期の伝票入力が行えます。また、
この期間中であればいつでも明細データの検索
／修正／削除が可能です。

•過去実績としては過去３年までの部門別科目別
月別残高を保持しており、過年度実績との対比
が行えます。

実務に適した残高管理体系

（例）
勘定科目

預金

売掛金

仮払金

補助科目

当 座 預 金

普 通 預 金

定 期 預 金

取引先

Ａ銀行

Ｂ銀行

Ｃ銀行

○○商事

△△商会

××商事

山田太郎

佐藤次郎

山本三郎

取引先別元帳
取引先別勘定内訳書

銀行別残高管理

得意先別債権管理

個人別仮払金管理

柔軟な損益管理が行える

プロジェクト管理機能

•仕訳伝票入力時にプロジェクトコードを入力す
ることで、プロジェクトやイベント単位での経
費実績として残高管理することができます。ま
たプロジェクト別予算登録も行えるため、プロ
ジェクト別経費明細の他、予算実績対比やプロ
ジェクト別損益管理の帳票出力も可能です。
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②管理会計を実現する高度な機能

常に最新のデータを把握するための完全
なリアルタイム処理

•日次や月次の締め処理を一切廃止し、入力デー
タをリアルタイムで更新します。これにより日
次／月次帳票を始め各種の管理資料を最新情報
として即座に入手できます。

•「期首予算」の他に期中見直し用としての 「実
行予算」（実行予算は２種類あり）を保持し、
きめ細かな予実管理が行えます。なお、予算登
録は当期／翌期分の計２４カ月分の登録が可能
です。

•また会計期間／会計単位に依存しない経費予算
管理のためのプロジェクト予算（当初予算、実
行予算）の設定も可能です。これらは各種損益
計算書の予算実績対比レポートに反映され、目
標予算実現のための有効な管理資料として活用
できます。

組織体系に依存しない串刺管理機能

経営活動に合わせた予算管理

•各部門に串刺コードを設定することで、地域や
業務形態など組織体系に依存しない任意部門の
集計として損益管理を行うことができます。

•３種類の串刺分類により様々な角度からの損益
管理が可能です。

全 社

○○事業部 △△事業部

販売部
東 京

技術部門
東 京

ＡＡ部

販売部門
東 京

販売部門
大 坂

技術部門
大 坂

ＢＢ部 ＣＣ部 ＤＤ部 ＥＥ部

串刺比較損益計算書
串刺損益予実対比表

技術部門

販売部門
－－－－
－－－－
－－－－

東京

大阪
－－－－
－－－－
－－－－

串刺分類
＜業務形態＞ 串刺分類

＜地 域＞

串刺分類

＜業務形態＞
＜地 域＞

部門損益管理に有効な

内部取引科目管理

•科目マスタ上で内部取引科目(企業内部の部門間
振替および取引など)の設定が行えます。

•貸借対照表、損益計算書を始めとする各種帳票
出力の際に内部取引科目の包含有無の指定が可
能です。

本社費／共通費の配賦機能

•率や金額、実績値割合による配賦、３次配賦ま
での処理等を備えており、部門損益管理に必要
となる配賦処理が可能です。
・プロジェクト間の配賦も可能なため、より精度
の高いプロジェクト別損益管理が可能

決算仕訳入力機能

•通常仕訳とは別に決算仕訳（決算方法を選択可
能）を分けて管理できるため、決算月において
も正確な月次決算が把握できます。
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内部牽制を図る承認機能

•担当者別仕訳伝票入力画面より仕訳伝票入力し
た場合、承認権限を持つ責任者（承認者）によ
る承認処理が行われることで正規伝票として登
録されます。

•承認者-被承認者（入力者）の組み合わせを登録
することにより、承認者ごとに承認対象伝票を
抽出することが可能です。

•承認処理を行う際、伝票単位に確認を行う“個
別承認”の他、未承認仕訳確認表を出力し、リ
スト上で確認した後まとめて承認処理を行う
“一括承認”が選択できます。

未承認
データ

承認
データ

残高
データ

承認処理

取引発生部門

未承認仕訳確認表

履歴管理可能な手形管理機能 多様なレポート出力条件設定

•手形の振出、受取から決済にいたるまでの手形
情報を管理し、期日別／銀行別／取引先別の各
種手形管理帳票の出力が行えます。

•仕訳伝票入力画面で受取手形／支払手形の勘定
科目が入力されると自動的に手形情報入力ウィ
ンドウが開き必要情報を入力することができる
他、手形自動決済処理により手形決済の仕訳伝
票を自動的に発生させることも可能です。

•手形の異動については、個別と一括で行う方法
があります。このとき、異動仕訳を連動するか、
しないかの選択もできます。

（異動：割引依頼、取立委任、裏書譲渡 etc…）

•各種の帳票出力時に様々な条件設定が行え、多
様な角度からの実績管理が実現できます。
－ 対象期間選定
－ 部門範囲指定
－ 内部取引科目の包含有無
－ 決算仕訳の包含有無
－ 未承認伝票の包含有無
－ 対比予算種別（期首／実行１／実行２）
－ 対比過年度種別（１～３年前）
－ 累計区分（半期／通期）
－ 部門・科目体系の選択 ｅｔｃ．

※帳票種別により若干異なります。
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③入力担当者の負担を軽減する充実した操作環境

＜仕訳伝票入力画面＞

利用者ごとの操作を考慮

•MS-Windows環境に合わせた操作としてマウスが
利用できるほか、キーボードによる操作も可能
としており利用者の好みにより使い分けられま
す。

以前に作成した伝票を流用する

流用伝票機能

•過去に入力した仕訳伝票を今回分として流用す
ることができます。なお、多様な検索条件指定
により効率的に伝票を検索することができます。

入力仕訳のスポット登録機能

各入力項目に合わせた

検索ウィンドウ表示機能

•部門／科目／取引先などのコード入力項目に対
し検索ウィンドウが用意されております。また、
科目／摘要などには利用者ごとの検索区分を設
けており、頻繁に利用する項目を効率良く検索
できます。

•仕訳伝票入力中に次行あるいは次伝票に入力中
の仕訳と類似した仕訳を入力したい場合に、対
象となる仕訳（貸借あるいは行単位）を一時的
に記憶／流用することができ、入力操作を大幅
に短縮することができます。

定形仕訳を効率的に入力するための

仕訳辞書機能

•水道光熱費や賃借料など定例的に発生する取引
や頻繁に発生する取引について、定形仕訳を登
録することが可能です。これにより毎月発生す
る仕訳伝票の入力効率を飛躍的に高めるととも
に、仕訳の知識がなくても、伝票入力を容易に
行うことができます。更に伝票入力画面から仕
訳辞書を登録することもできます。

伝票内容チェックの際に便利な

付箋機能

•未確定伝票として後でチェックが必要な場合や
メモや指示を付けたい場合など、伝票入力画面
で“付箋”を付けておくことができます。これ
により仕訳伝票検索で付箋つき伝票や付箋メモ
による検索が行えます。

８



④情報管理の柔軟性を図る高度なデータ活用性

全ての帳票を画面・プリンター・外部媒体へ出力

•帳票は、ほぼ全て画面・プリンター・外部媒体
（ＦＤ／ＨＤ等）に出力可能です。利用目的に
応じ、出力形態の選択が行えます。

•画面帳票では視認性の高いスプレッドシートの
イメージで表示されます。出力条件で複数の部
門を選択した場合などでも複数の帳票が同時に
表示されるため、部門対比などが容易に行えま
す。

画面帳票からの
コピー＆ペースト機能

•画面帳票から必要なデータ範囲を指定してコ
ピーし、MS-Excelなど各種Windowsソフトにペー
スト（貼り付け）することができます。利用者
ごとに独自にデータ加工したり管理者向け資料
を作成する場合などのデータ活用手段として有
効にご活用いただけます。

会計データ出力機能

•データベースに登録されている仕訳明細データ
や残高データを任意条件によりMS-Excelに自動
抽出する会計データ出力機能を保持しておりま
す。より詳細なデータ分析やデータの二次活用
など、管理会計を行うためのデータ活用ツール
としてご利用いただけます。

＜画面帳票＞

明細データ
残高データ

MS-ExcelまたはCSVﾃﾞｰﾀとして出力

抽出条件設定画面

ｺﾋﾟｰ&ﾍﾟｰｽﾄ
OR

保存時出力
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拡張帳票ツールの利用

•帳票指示画面から帳票イメージのデータ作成までをツールとして提供します。
データリレーションや勘定残高積み上げ計算など複雑な計算部分を意識しなくても作成されたデータの
出力部分だけを作成することで独自レイアウトの帳票を作成できます。

帳票

外部媒体出力からのデータ活用

•各種の帳票を外部媒体（フロッピーディスク等）に保存すると、帳票出力形式の他にテキスト形式（TAB
区切）でも保存されます。したがって表計算ソフト等にこれらのデータを読み込んで加工することが容
易に行えます。
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⑤万全なセキュリティー対策

パスワードチェック機能

•システムを利用する際に利用者ＩＤ、パスワードのチェックが行われます。これにより本人確認が行われ
不正利用を防止します。

＜接続画面＞

利用者単位に設定できる個人別メニュー

•利用者単位にメニュー体系の登録が可能です。利用者レベルに応じて機能範囲を制限することができるた
め、職務権限による機能分けが行えます。

＜管理者メニュー例＞ ＜入力者メニュー例＞

入出力許可権限チェック機能

•各部門単位の入出力業務を考慮し、利用者コード
認識による伝票入力時の入力可能部門および各種
管理帳票出力時の出力可能部門をチェックします。
これにより許可されない部門の仕訳伝票入力や他
部門の帳票出力を防ぐなど不正な入出力を抑制し
ます。

＜入力権限がない場合のエラー表示例＞
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５．各業務処理形態
①日次業務

•本システムでは各部門での伝票入力業務も想定
しており、伝票入力処理として担当者入力と承
認者入力の２形態を用意しています。承認者入
力の場合は伝票入力後に即時更新されますが、
担当者入力の場合には一旦未承認伝票として登
録されたあと承認者の承認処理をへて本伝票化
されます。

•当日の伝票入力を行ったあと仕訳帳や仕訳伝票
検索などにより内容の確認を行い、修正がある
場合には仕訳伝票入力画面で修正します。

•日次の締処理は不要となっており、いかなるタ
イミングでも日次帳票が出力できます。

処理の流れ

未承認
伝票

残高
データ

承認伝票

担当者別仕訳伝票入力

修正
削除

部門担当者 承認者

仕訳伝票入力

抽出

承認処理

個別承認
一括承認

未承認伝票
確認表

修正
削除

＜日次帳票＞

・仕訳帳 ・日計合計残高試算表
・現預金日報 ・現預金出納簿

画面表示／プリントアウト／外部媒体保存
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②月次業務

•当月に入力されたデータを確認し、必要に応じ
て仕訳伝票の修正／削除を行います。
仕訳伝票の検索は各種の条件指定が可能な多重
検索機能により効率的に行える他、合計残高試
算表から、元帳、仕訳確認表へとドリルダウン
が行え、絞り込みによる伝票検索も可能です。

•データ内容を確認したあと必要な月次帳票を出
力します。

月次帳票は当期（１２カ月＋翌期４カ月）分で
あれば、任意の月指定で出力が可能です。

•運用形態に応じて確定処理を行います。確定処
理を行うと、その日以前の伝票入力や修正がで
きなくなります。但し、伝票検索や日次／月次
帳票の出力は影響なく行うことができます。こ
の機能により日次・月次の締処理を行えます。

処理の流れ

ドリルダウン検索
仕訳伝票多重条件検索

科目指定

伝票指定

仕訳チェック

＜多重検索条件指定＞

伝票日付／部門／科目
取引先／金額 ｅｔｃ

＜仕訳伝票＞

＜合計残高試算表＞

＜元帳＞

＜仕訳確認表＞

仕訳伝票修正時

仕訳伝票確認／修正

残高
データ

承認伝票

＜月次帳票＞

・元帳 ・合計残高試算表
・貸借対照表 ・損益計算書
・各種管理会計帳票 ｅｔｃ

月次確定処理

画面表示／プリントアウト／外部媒体保存
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③決算業務

•通常の仕訳伝票入力とは別に決算仕訳伝票入力メニューが用意されており、決算仕訳分が独立して管理
されます。入力形態は通常の仕訳伝票入力処理と同様に、担当者入力と承認者入力の２形態があります。

•翌期に入っても４カ月間は当期分の仕訳伝票入力が行えますので、翌期分の処理と平行して決算業務を
運用することが可能です。決算仕訳は任意の月で行えます。

•全ての決算仕訳伝票を入力したあと、精算表を出力し内容の確認を行います。精算表の出力は何度でも
行えますので繰り返し試算することで決算データを確定させます。

•決算データを全て確定した所で期末更新処理を行います。期末更新処理を行うと当期分の仕訳伝票入力
が行えなくなり、それまで翌期分として入力した仕訳伝票が当期（新年度）分として置き替わります。

•決算伝票の振り戻しも簡単に行えます。

処理の流れ

未承認
伝票

残高
データ

承認伝票

＜決算資料＞

・貸借対照表 ・損益計算書
・製造原価報告書

担当者別決算仕訳伝票入力

修正
削除

担当者 承認者

決算仕訳伝票
入力

抽出

承認処理

個別承認
一括承認

未承認伝票
確認表

修正
削除

内容チェック

承認済伝票

精算表

振戻伝票生成処理

仮決算仕訳伝票入力

画面表示／プリントアウト／外部媒体保存
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決算の方法

•決算方法は導入時に「月次決算」「月次決算（概算振戻）」「中間／期末決算・仮決算」から指定してお
きます。
【月次決算】
決算伝票を仮伝票ではなく、全て本伝票として入力する運用に適しています。
「概算伝票」「決算伝票」の2種類の決算伝票が使用できます。
「概算伝票」「決算伝票」とも任意の伝票日付で入力可能なので、四半期決算、月次決算など決算運用
のタイミングに合わせて入力することができます。
伝票の入力種類は「月次決算（概算振戻）」の場合と同様ですが、帳票出力時の決算仕訳「含む」「含
まない」の指定が、指定月度範囲内のみ適用され、それ以前の繰越額については必ず含んで出力されます。

【月次決算（概算振戻）】

会計締期間内に確定できない債権計上分などを「概算数字で仕訳入力して会計帳票を出力し、翌月に同
額を赤伝によって振り戻す」というサイクルの運用に適しています。
概算分の振り戻し伝票は「振戻伝票生成」機能で一括生成することが可能です。
決算伝票として「概算伝票」「決算伝票」の2種類の決算伝票が使用できます。
「概算伝票」「決算伝票」とも任意の伝票日付で入力可能なので、四半期決算、月次決算、中間決算な
ど決算運用のタイミングに合わせて運用することができます。
伝票の入力種類は「月次決算」の場合と同様ですが、帳票出力時の決算仕訳「含む」「含まない」の指
定が、指定月度以前の繰越額についてもが適用されます。

【中間／期末決算・仮決算】
中間決算を仮決算扱いとして、会計本伝票を使用せずに中間仮決算数字を把握したい運用に適していま
す。
「中間決算伝票」「期末決算伝票」「仮決算伝票」の3種類の決算伝票が使用できます。
「中間決算伝票」は中間決算月の末日、「期末決算伝票」は期末決算月の末日の伝票日付のみが入力可
能で、いずれもシステム上では本伝票として扱われます。また、「仮決算伝票」は中間決算を仮決算とし
て運用することを想定した伝票ですが、任意の伝票日付で入力可能なので任意の月度での仮伝票として使
用することもできます。
仮決算伝票は帳票出力時の月度範囲に関係なく「含む」「含まない」の指定が可能ですが、「含む」
「含まない」は指定月度範囲の終了月にのみ適用されます。
仮決算伝票は正式な会計伝票として扱われないため翌会計期への繰越対象になりません。

「概算伝票振り戻しイメージ」

－振戻伝票自動生成分－

3月2月1月12月11月10月9月8月

-100

1009080100

7月6月5月4月

-90-80-100
振戻伝票

通常伝票

概算伝票
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④消費税処理業務

•仕訳伝票入力の際、科目の消費税区分に従って
自動的に内税／外税の計算が行われます。
（但し、消費税区分を「別記」とした場合には、
別途消費税分の仕訳入力が必要です）

•消費税額は仮受消費税／仮払消費税の科目に残
高が計上され、課税期間末のタイミングで消費
税振替自動仕訳の処理を行うことで、自動的に
未払消費税に振替が可能です。

•消費税管理帳票として、消費税一覧表／消費税
計算書が出力できます。

処理の流れ

内税／外税／別記

仕訳伝票入力

仮受消費税
仮払消費税 仕訳伝票

残高データ

仮受消費税－仮払消費税
＝未払消費税

消費税振替自動仕訳

＜消費税管理資料＞

・消費税一覧表 ・消費税計算書

画面表示／プリントアウト／外部媒体保存
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•本システムでは予算管理形態を大別して「部門
別年度予算」「プロジェクト別予算」の２形態
を管理しております。

•「部門別年度予算」は期首予算／実行(見直し)
予算１／実行予算２の設定が行えます。一般的
に期末以前に翌期予算が決定されることから、
翌期予算も含め２４カ月分の設定を可能として
おります。予算設定は会計組織ごとの補助科目
単位で月別に設定されるため、きめ細かい予算
管理が行えます。

•「プロジェクト別予算」では特定のプロジェク
トやイベント等で発生する経費予算設定を行う
ことができます。予算設定はプロジェクトコー
ド（大分類／中分類）ごとの補助科目単位で月
別に設定されます。

•設定された予算をもとに各種の管理帳票におい
て予算実績対比の資料を出力することができま
す。また、帳票出力条件設定にて部門や対比予
算種別（期首／実行１／実行２等）の選択が行
え、柔軟な予算管理業務が実現できます。

•予算設定の方法として予算入力画面から直接入
力するほか、市販の表計算ソフトで作成した予
算データをコピー＆ペーストによって予算入力
画面に登録することも可能です。

⑤予算管理業務

処理の流れ

部門別年度予算登録 プロジェクト別予算登録

プロジェクト別
予算

部門別
年度予算

部門別残高
プロジェクト別残高

残高データ

＜予算管理資料＞

・月別予算表 ・プロジェクト別予算表
・損益予実対比表 ・串刺損益予実対比表
・販売費予実対比表 ・プロジェクト別予実対比表

ｅｔｃ

画面表示／プリントアウト／外部媒体保存
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•本システムでは、受取手形や支払手形の手形券面情報に加え、各種顛末や決済処理に至るまでの管理が
行えます。また手形異動に伴う仕訳データ連携も可能としており、効率的な手形管理が実現できます。

•手形情報は手形情報登録画面で入力するほか、仕訳伝票入力画面からも受取手形／支払手形の科目を入
力することで手形情報登録画面へ自動的に連動することもできます。

•あらかじめ手形処理に対する仕訳パターンを設定することにより手形受入(振出)を始めとする各種異動
処理に伴って自動的に仕訳を生成します。

きめ細かな手形情報管理

＜手形情報登録画面＞

＜手形検索画面＞ ＜手形異動処理画面＞

各種条件による手形検索機能

•各種条件指定により手形情報検索が行えます。 •手形の異動に関しても手形情報登録画面で入力
することにより異動履歴(顛末)を管理すること
が可能です。

各種の手形異動処理

⑥手形管理業務
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各種手形管理帳票

•入力された手形情報は取引先／金融機関／決済日／状態別に管理されており、任意に各種の管理帳票を出
力できます。各帳票はスプレッドシート形式で画面表示され、コピー＆ペーストの機能によりその情報を
他のWindowsソフトに展開することも可能です。

＜手形一覧表表示画面＞

自動決済処理

•決済予定表から決済日が到来している手形で未決済のものを確認し決済処理を行います。

•手形決済処理を行うと、あらかじめ設定された仕訳パターンに基づいて自動仕訳が行われます。

＜手形自動決済処理画面＞
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⑦配賦管理業務

部門間／プロジェクト間配賦機能

・本社費や共通費などを「金額」「割合」「実績値割合」で配賦できます。
・実績値割合は売上高比率などの変動要素での自動配賦率設定のことです。
・手入力による配賦率登録の他、外部システムで保持している工数割合などを配賦率マスタにCSV経由で
取り込むことにより配賦率マスタへの登録の手間を省き、入力ミスを防止します。
・３次配賦まで可能なため、複雑な配賦処理にも対応できます。更に、共通プロジェクトから原価プロ
ジェクトへ費用を配賦することで、より精度の高いプロジェクト別損益管理が可能です。

・配賦処理は擬似的に配賦を行うもので、会計データにはなりません。

－部門間配賦－
「実績」「期首予算」「実行予算１」の３種類に対して配賦処理を行うことができ、予算の配賦を行っ
た場合は配賦結果に対して予算実績管理が行えます。

－プロジェクト間配賦－
「実績」のみ配賦処理を行うことができます。
月次で配賦処理を行うことにより、配賦元部門の実績データより配賦登録で設定された配賦率に応じて
配賦先プロジェクトに按分することができます。（１次配賦までの配賦処理が可能）
プロジェクト配賦は同一部門内でのプロジェクト配賦となります。

総務

営業１ 営業２ 開発１ 開発２

開発部営業部

プロジェクトＡ

プロジェクトＢ

プロジェクトＣプロジェクトＡ

プロジェクトＤ

プロジェクトＥ

プロジェクトＳ

プロジェクトなし
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15．出力帳票一覧

SystemBox会計

•プロジェクト別経費明細表
•プロジェクト別合計表
•プロジェクト別残高表
•プロジェクト別損益計算書
•プロジェクト別損益予実対比表
•プロジェクト別製造費用報告書
•月別予算表
•プロジェクト別予算表
•期日別受取手形決済予定表
•期日別割引手形決済予定表
•期日別担保手形決済予定表
•期日別裏書手形決済予定表
•期日別支払手形決済予定表
•取引先別手形明細表（受取手形）
•取引先別手形明細表（取立委任）
•取引先別手形明細表（割引手形）
•取引先別手形明細表（支払手形）
•取引先別手形明細表（裏書手形）
•取引先別手形明細表（担保手形）
•手形一覧表
•期日別銀行別落込予定表（受取手形）
•期日別銀行別落込予定表（取立委任）
•期日別銀行別落込予定表（割引手形）
•期日別銀行別落込予定表（支払手形）
•期日別銀行別落込予定表（担保手形）

•仕訳伝票
•仕訳帳
•日計合計残高試算表
•日計合計残高試算表（期間指定）
•現金日報
•預金日報
•銀行別預金日報
•現金出納簿
•預金出納簿
•未承認伝票確認表
•総勘定元帳
•総勘定元帳(取引先別)
•補助元帳
•補助元帳(取引先別)
•摘要元帳
•元帳（期間指定）
•合計残高試算表
•貸借対照表
•損益計算書
•製造原価報告書
•貸借対照表（報告式）
•販売費・一般管理費明細書（報告式）
•比較貸借対照表
•比較損益計算書
•損益予実対比表
•損益予実見込表

•比較製造原価報告書
•製造原価予実対比表
•製造原価予実見込表
•串刺比較損益計算書
•串刺損益予実対比表
•連月損益計算書
•連月損益見込表
•連月製造原価報告書
•勘定内訳書(科目別)
•勘定内訳書(科目別取引先別)
•勘定内訳書(取引先別)
•販管費前年同期対比表
•販管費予実対比表
•販管費予実見込表
•損益計算書（報告式）
•部門別科目残高一覧表
•配賦履歴表
•精算表
•消費税一覧表
•消費税計算書
•消費税対象科目未入力確認表
•変更削除履歴一覧表
•仕訳伝票抹消履歴確認表
•製造原価・製造費用報告書（報告式）
•キャッシュフロー計算書
•会計データテキスト出力

SystemBox固定資産管理

•点検修繕保守一覧表
•親資産別一覧表
•履歴一覧表
•償却資産集計表
•申告調整確認表
•別表１６－１、２、５、６
•償却資産課税台帳
•種類別明細表（増加・全資産）
•種類別明細表（減少）

SystemBox本支店管理

•資金繰実績表

SystemBox資金管理

•仕訳伝票
•本支店取引仕訳帳
•未承認伝票確認表

•固定資産台帳
•固定資産一覧表
•減価償却費明細表
•減価償却費推移表
•固定資産増減表
•資本的支出一覧表
•自動仕訳確認表
•除売却一覧表
•遊休休止一覧表
•移動明細表

SystemBox電子帳簿管理 SystemBoxｷｬｯｼｭﾌﾛｰ精算 SystemBox支払管理

•仕訳伝票
•仕訳帳
•抹消履歴一覧表
•変更削除履歴一覧表
•元帳
•貸借対照表
•損益計算表
•キャッシュフロー精算表
•キャッシュフロー計算書

•キャッシュフロー仕訳帳
•キャッシュフロー精算表

•支払依頼伝票
•支払依頼確認表
•支払集計表
•支払債務内訳表
•総合振込依頼書
•仮払精算確認表
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SystemBox多通貨管理

•仕訳帳（多通貨）
•仕訳伝票発行（多通貨）
•通貨別元帳
•通貨別残高表
•仕訳検索確認表（多通貨）
•未承認伝票確認表（多通貨）

SystemBox連結会計管理

•仕訳帳
•損益計算書
•貸借対照表
•合計残高試算表
•キャッシュフロー計算書
•連月損益計算書
•販管費対比表
•精算表

２２

SystemBox債権債務管理

•仕訳伝票
•未承認伝票確認表
•入金予定明細表
•支払予定明細表
•債権明細表
•債務明細表
•債権債務残高確認表
•債務繰越確認表
•相殺確認表
•相殺漏れリスト
•入金確認表

•入金消込確認表
•支払確認表
•手形振出指示書
•振込依頼書
•入金予定一覧表（入金日別）
•入金予定一覧表（取引先別）
•入金予定一覧表（入金方法別）
•入金予定一覧表（銀行別）
•支払予定一覧表（取引先別）
•支払予定一覧表（支払方法別）
•支払予定一覧表（銀行別）



16．スペック

項目 桁数／行数

伝票番号 英数６桁 ※手動／自動採番(月間／年間連番)

伝票明細行数

科目体系

科目コード

科目名称

部門コード

部門名称

摘要コード

摘要名称

取引先コード

取引先名称

プロジェクトコード

プロジェクト名称

最大金額桁数

管理組織階層

仕訳明細データ管理期間

過年度残高保持期間

電子帳簿保存

９９９行／伝票

合計科目４レベル＋勘定科目＋補助科目

英数字７桁

英数字３０桁 漢字１５桁

英数字１０桁

英数字３０桁 漢字１５桁

数字４桁

英数字６０桁 漢字３０桁

英数字８桁

英数字３０桁 漢字１５桁

英数字１０桁

英数字３０桁 漢字１５桁

１３桁（１０兆円未満）

８階層（全社レベル含む）

当期１２カ月＋翌期４カ月＋中間決算＋期末決算

過去３年分

対応済み（保存年数は任意）
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□Windowsは米国マイクロソフト社の商標です。

□Oracleは米国オラクル社の商標です。

□その他の社名または製品名は、それぞれ各社の商標、または登録商標です。

□本書の一部または全てを無断で複写複製（コピー）、転載、文書化することを禁じます。

□本書に記載されている内容は、改良のため予告なく変更することがあります。
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